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H26 年度堺市障害者グループホーム事業者研修  

アンケート集計結果まとめ 

 

回収枚数：３２枚（参加者３５名） 

 

① 「防火講演」はどうでしたか 

 １ 良かった（２６） 

 ２ どちらかと言えば良かった（６） 

 ３ どちらかと言えば良くなかった（０） 

 ４ 良くなかった（０） 

【その他ご意見】 

 他の事業所の防火訓練事例が聞けたり、制度が改正されたことが詳しく聞けて

良かった。（2 人） 

 消防法の改正など新しい知識を得ることができました。（５人） 

 もっと具体的な内容に踏み込んでほしいと思う。 

 日頃、薬表等を災害袋に用意できている。避難場所等、歩いて確認できている 

 実際、訓練するときに少人数で（１０名以下）あっても消防署の指導と共に行

えるのか。 

 スプリンクラーや報知器の設置は、資金的に困難。（５人） 

 スプリンクラー業者により見積額が違いすぎる。 

 消防法と関連する建設課や地域福祉課で情報を共有してほしい、色々な届けを

あちこちに取りに行かないといけない。命を守るのも大切だが負担が大きく運

営が回らない。 

 

 

② 「障害当事者部会交流会で集まった利用者の声」はどうでしたか 

 １ 良かった（３０） 

 ２ どちらかと言えば良かった（２） 

 ３ どちらかと言えば良くなかった（０） 

 ４ 良くなかった（０） 

【その他ご意見】 

 当事者の生の声（希望）をきけて良かった（６人） 

 ことばに心をうたれました、響きました。（３人） 

 大事な視点が学べた 

 自分の思いをくみとってくれなかったという意見、声の大きな人に傾きがちにな

る。色んな発信を支援者がチームとなって細やかな意見も拾える環境作りが必要。 

 「支援者と入居者が元気に！入居者が今後のビジョンを描ける支援を。入居者の

話を聞いてほしい」日頃関わっている入居者も同じ思いを持っている方がいると

考えて今後の関わりの中で意識していきたいと思いました。 

 反省する部分もありました。もっと声に耳を傾けたいと思った。 
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 気持ちが引き締まる思いでした。 

 利用者さんとのつながりを強く持てるよう寄り添って行きたいと思いました。 

 グループホームは「家族」という言葉が印象的でした。 

 求める内容をネガティブなこともポジティブなことも含めて出して頂けて勉強

になったと思います。 

 日頃の自分の支援のあり方を省みることができたことがよかった。 

 当事者を代表して貴重な意見を述べていただき感謝します。改めて利用者主体の

支援でなくてはならないと気をひきしめて仕事します。 

 いつもありがとうございます。当事者の方々のご意見にいつも励まされ、力を頂

きます。 

 今回は多くの世話人さんに参加してもらうことができず残念。 

 当事者の声が直に聞け、考え直す点が明確になり、よい支援につながる。 

 支援者が楽しく支援をしてれば明るいホームになる。 

 かゆいところに手が届く支援とは？【甘え】と紙一重で難しい。「支援者が楽し

んで支援してほしい」ちょっと衝撃。努めます。 

 

 

③  「グループディスカッション」はどうでしたか 

 １ 良かった（３１） 

 ２ どちらかと言えば良かった（１） 

 ３ どちらかと言えば良くなかった（０） 

 ４ 良くなかった（０） 

【その他ご意見】 

 他の事業所との交流ができて良かった、勉強になった。（１６人） 

 率直に思う意見を出してくれたのが良かった。直接支援している利用者さんを

紹介してから話し合えたのが良かった。 

 それぞれの個性を感じました（何を大事にしているか）地域で生活するとは？

施設との違いについてなどもっと話し合えたら良かったです。 

 このような機会がもっとあればいいと思いました。 

 話題が飛ぶことはあったが有意義だった。 

 気づかない点が多々あった。 

 時間が足りなかった 

 

 

④ 今後、どのような研修を希望しますか 

 このような研修、これからも続けてほしい。（５人） 

 グループディスカッションにもっと時間の多く取って（２人） 

 より多くの当事者の声がきけるといい。（２人） 

 ディスカッションをメインにした研修（２人） 

 障害の種類をしぼったもの（２人） 
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 環境（防火等） 

 人権 

 支援にかかわること 

 サビ管対象のもの 

 地域で生活するとは 

 ＧＨに関する知識、意見交換。 

 施設との違いについて 

 医療機関との連携に関する研修 

 具体的な避難訓練 

 生活の質をどのように高めていくか。 

 数多く開催してほしい 

 

 

⑤ その他、お気付きの点がございましたらご記入ください 

 ＧＨ拡充について、１つでもたくさん開設補助が出るようにお願いします。待

機者の実態調査をしたうえで第４期長計を作成してください。 

 能力があるからという言葉で片付けるのではなく能力があろうとなかろうと地

域で生活することを目指して考えればいいなと思います。 

 世話人をずっと募集しているが見つからない。何かよい方法はないか。 

 勉強になりました 

 これからもいろいろな企画をお願いします。 

 


